
　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
６
号

　

白
河
市
教
育
に
関
す
る
事
務
の

職
務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
８
号

　

白
河
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
７
号

　

白
河
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
11
号

　

白
河
市
生
活
交
通
バ
ス
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
30
号

　

平
成
31
年
度
白
河
市
一
般
会
計

予
算

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
主
な
も

の
を
報
告
し
ま
す
。

委員会Ｐｉｃｋ　ＵＰ
　

市
長
部
局
の
職
員
が
補
助
執
行
し
て
い

る
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
事
務
に
つ
い

て
、
当
該
事
務
を
市
長
部
局
に
移
管
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　

平
成
30
年
福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

伴
う
福
島
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
準
じ
、
通
勤
手
当
の
上
限

額
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
務
員

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
事
評
価
の
評
価

結
果
を
給
与
に
活
用
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

と
か
ら
、
市
職
員
に
つ
い
て
同
様
の
措
置

を
講
じ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　

民
間
企
業
に
お
け
る
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国

家
公
務
員
の
超
過
勤
務
命
令
に
上
限
を
設

け
る
人
事
院
規
則
の
改
正
が
行
わ
れ
る
こ

　

学
生
な
ど
の
新
規
需
要
の
掘
り
起
こ
し

や
継
続
利
用
者
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、

生
活
交
通
バ
ス
に
定
期
券
制
度
を
導
入
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

総

務

常

任

委

員

会

　

人
事
評
価
を
給
与
に
活
用
す
る
と

あ
る
が
、
人
事
評
価
は
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か

　

人
事
評
価
に
は
能
力
評
価
と
業
績

評
価
の
２
つ
が
あ
り
、
能
力
評
価
は

す
で
に
平
成
27
年
度
か
ら
昇
給
に
反

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
の
委
託
費
の
内
訳
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
ま
で
の
マ
ス
コ
ミ
を

活
用
し
た
行
政
主
導
に
よ
る
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
及
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
市
民
が
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
）
の
講
座
を
行
う
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
、
基
本
方
針
を
基

に
、
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　

定
住
・
二
地
域
居
住
推
進
事
業
に

つ
い
て
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か

　

今
取
り
組
ん
で
い
る
「
お
た
め
し

居
住
事
業
」
は
、
白
河
の
地
域
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
第
一
歩
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

映
し
て
お
り
、
今
回
の
改
正
で
は
業

績
評
価
を
勤
勉
手
当
に
反
映
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

〈暮らし体験住宅〉
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市
の
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
を
受
け
や

す
く
す
る
た
め
、
保
証
人
の
規
定
を
新
設

し
、
低
い
利
率
で
の
貸
付
を
可
能
と
す
る

も
の
と
し
、
返
済
方
法
に
月
賦
償
還
を
追

加
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
17
年
11
月
の
４
市
村
合
併
後
暫
定

施
行
し
て
き
た
旧
３
村
の
条
例
に
つ
い
て
、

土
地
改
良
事
業
が
完
了
し
た
た
め
、
条
例

を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

白
河
市
大
信
地
域
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
大
信
商
工
会
を
指
定
管
理
者

に
す
る
も
の
で
す
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市
民
産
業
常
任
委
員
会

議
案
第
10
号

　

白
河
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
20
号

　

村
営
土
地
改
良
事
業
に
要
す
る

経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例

等
を
廃
止
す
る
条
例

議
案
第
26
号

　

白
河
市
大
信
地
域
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

議
案
第
46
号

　

平
成
30
年
度
白
河
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

議
案
第
40
号

　

平
成
31
年
度
白
河
市
地
方
卸
売

市
場
特
別
会
計
予
算

議
案
第
30
号

　

平
成
31
年
度
白
河
市
一
般
会
計

予
算

　

市
民
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
主

な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

　

有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
事
業
で
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
数
に
つ
い
て

　

２
月
末
現
在
で
、
白
河
地
区
67
頭
、

表
郷
地
区
38
頭
、
大
信
地
区
101
頭
、

東
地
区
０
頭
と
な
っ
て
い
る
。

　

買
受
人
の
人
数
に
つ
い
て

　

青
果
部
は
141
人
、
水
産
物
部
は
163

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
美
化
推
進
事
業

で
、
白
河
実
業
高
校
機
械
科
の
協
力

を
得
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う

の
か

　

白
河
実
業
高
校
機
械
科
は
こ
れ
ま

で
も
学
習
の
一
環
と
し
て
、
ご
み
収

集
ボ
ッ
ク
ス
を
作
成
し
希
望
す
る
地

域
に
設
置
し
て
き
た
。
市
が
行
っ
て

い
る
景
観
に
配
慮
し
た
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
に
つ
い
て
も
、
生
徒
に
作
成
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
徒
の
溶
接
等

の
技
術
向
上
や
活
動
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
長
く
継
続
し
て
い
き

た
い
。

　

延
滞
し
た
場
合
の
違
約
金
の
利
率

に
つ
い
て

　

延
滞
元
利
金
額
に
つ
き
年
10
・
75

％
の
割
合
で
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、
市
中
金
利
の
動
向
等
を

踏
ま
え
て
、
年
５
％
の
割
合
で
徴
収

す
る
も
の
で
あ
る
。

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

〈実施隊捕獲の様子〉
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教

育

福

祉

常

任

委

員

会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
同
意
又
は
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
52
号

　

平
成
30
年
度
白
河
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

議
案
第
54
号

　

平
成
30
年
度
白
河
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

議
案
第
46
号

　

平
成
30
年
度
白
河
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

議
案
第
39
号

　

平
成
31
年
度
白
河
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

議
案
第
30
号

　

平
成
31
年
度
白
河
市
一
般
会
計

予
算

　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
主

な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
を
反
映
し
た
年
度
末
に

お
け
る
国
保
基
金
の
残
高
に
つ
い
て

　

年
度
末
残
高
は
、
10
億
７
千
243
万

3
千
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

高
齢
者
全
体
の
人
数
が
増
加
し
た

こ
と
に
加
え
、
要
介
護
者
の
増
加
が

要
因
と
思
わ
れ
る
。

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
及

び
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
が

増
額
補
正
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て

　

奨
学
資
金
貸
付
金
の
実
績
に
つ
い

て
　

当
初
58
人
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

実
績
と
し
て
は
、
53
人
で
あ
る
。

　

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
の
状
況
に
つ
い
て

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
の
面
積
、
支

援
員
の
数
の
関
係
か
ら
、
一
部
の
児

童
ク
ラ
ブ
で
高
学
年
の
待
機
児
童
が

発
生
し
て
い
る
。

　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、
生
活

支
援
体
制
整
備
推
進
協
議
会
の
第
1

層
協
議
体
の
構
成
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委

員
連
絡
協
議
会
、
町
内
会
連
合
会
の

会
長
の
ほ
か
、
支
援
会
、
商
工
会
議

所
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
か
ら
選
出
さ

れ
た
15
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

図
書
館
一
般
管
理
費
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
化
委
託
料
に
つ
い
て

　

戦
後
間
も
な
く
発
刊
さ
れ
た
白
河

地
域
の
地
方
新
聞
や
戦
前
の
「
白
河

町
報
」
な
ど
の
傷
み
が
激
し
い
こ
と

か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
、
閲

覧
で
き
る
状
態
に
整
備
を
進
め
て
い

る
。

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
業
務
委
託
に

つ
い
て

　

152
名
が
登
録
し
て
お
り
、
14
件
の

緊
急
通
報
の
事
案
が
あ
っ
た
。

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。
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建

設

水

道

常

任

委

員

会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
同
意
又
は
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
15
号

　

白
河
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
17
号

　

白
河
市
白
河
集
古
苑
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
29
号

　

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
23
号

　

白
河
市
公
共
下
水
道
白
河
都
市

環
境
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
委
託
に

関
す
る
協
定
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

議
案
第
30
号

　

平
成
31
年
度
白
河
市
一
般
会
計

予
算

　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
主

な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

　

石
切
場
市
営
住
宅
１
棟
の
用
途
廃
止
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

白
河
集
古
苑
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及
び
文

化
財
の
保
護
に
関
す
る
事
務
の
市
長
部
局

へ
の
移
管
に
伴
い
、
こ
れ
に
関
連
す
る
条

文
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　

市
道
路
線
を
認
定
す
る
た
め
、
道
路
法

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

●
認
定
路
線

　

老
久
保
６
号
線

　

東
三
坂
山
団
地
１
号
線

　

東
三
坂
山
団
地
２
号
線

　

白
河
市
公
共
下
水
道
白
河
都
市
環
境
セ

ン
タ
ー
改
築
工
事
の
委
託
に
つ
い
て
、
協

定
を
変
更
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

立
地
適
正
化
計
画
の
内
容
及
び
居

住
区
域
等
へ
の
誘
導
策
に
つ
い
て

　

当
計
画
は
、
居
住
機
能
や
医
療
・

商
業
・
公
共
施
設
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
都
市
機
能
を
適
正
に
誘
導
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
旧
1
市
3
村
の
生
活
基
盤
と
サ
ー

ビ
ス
維
持
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
こ
の
計
画
で
定
め
る
居
住
誘
導

区
域
に
居
住
を
推
奨
す
る
た
め
居
住

す
る
方
に
対
す
る
住
宅
施
策
等
を
考

え
て
い
き
た
い
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

都
市
環
境
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
委

託
に
関
す
る
協
定
の
一
部
変
更
に
伴

う
大
幅
な
減
額
及
び
積
算
方
法
に
つ

い
て

　

今
回
の
減
額
は
、
標
準
機
器
採
用

に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
な
ど
、
設
計
の

見
直
し
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

今
後
は
、
外
部
委
託
が
必
要
な
特
殊

な
下
水
処
理
施
設
の
積
算
に
お
い
て

も
、
設
計
内
容
を
よ
り
適
切
に
確
認

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

〈小峰城歴史館〉
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